
ＮＨＫへの抗議
ー 原子力報道の在り方を問う ー
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第16回ＳＮＷシンポジウム 小川博巳

2014-12-21放映 NHKｽﾍﾟｼｬﾙ
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衝撃的な映像

恐怖を煽る字幕



開始5分間

衝撃のデータ
放射能“大量放出”

の実態

イントロで

不安感・恐怖感を煽る
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十分な説明も無いまま 冒頭部分から

衝撃的な映像と 恐怖を煽る字幕が続く
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開始5分間

衝撃のデータ
放射能“大量放出”

の実態

衝撃的な映像と共に
イントロで

不安感・恐怖感を煽る

5

十分な説明も無いまま 冒頭部分から

衝撃的な映像と 恐怖を煽る字幕が続く

連続表示される字幕

5分後 ～ ～ ～ ～ 終了まで

メルトダウン
知られざる大量放出

無言の字幕が訴える

専門家の名を借りつつ

視聴者に与える 「催眠効果」



シーン毎の疑問・問題点・間違いの指摘

番組総てのシーン 86画像
＋ ナレーションを文字化
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間違いの指摘に基づき
抗議は明白な4点に絞る
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NHKｽﾍﾟｼｬﾙ （約1Hr 放映）

指摘された間違い・問題点は約60件(毎分1件）

１. 「知られざる大量放出」は事実に反する

２. 「ベントで大量の放射性物質が放出された」 は事実に反する

３．「３号機への少量の冷却水注入が却って放射性物質の

発生量を増やした」 は事実に反する

４. 「マニュアルなんて全然できていません」 は事実に反する



「ＮＨＫ倫理・行動憲章」 と 「行動指針」

「ＮＨＫ倫理・行動憲章」 (20.10.15改定)

本憲章に反する事態が発生したときは、迅速に調査
と原因究明にあたり、再発防止に努めるとともに、
社会への説明責任を果たします。

「行動指針」 （27.4.1改定）

正確な放送を行い、事実をゆがめたり、誤解を招い
たりする放送は行いません。事実との相違が明らか
になったときは、速やかに訂正します。
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ＮＨＫ抗議 ・ 私どもの要望

① 私達が指摘した諸問題事項について、真摯に検証し、

反省をお願いしたい。

② 放送後、事実と異なる放送内容であったことが判明した

際には、そのことを適切な形で全国の視聴者に伝えると

ともに、今後の原発再稼働問題 或は原子力の安全性等

について公正・公平な番組の制作と放送をお願したい。

③ NHK放送倫理規定を厳格に遵守し、常に公正公平な報道

に努めて頂きたい。そのためには、倫理規定に反しているとの

抗議文が出ないように、放送する前に放送内容に関して、

専門家の別の視点から再確認をする手続きを踏んで頂きたい。
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ＮＨＫ抗議 ・ ＢＰＯ申し立て

NHK会長宛 ①2015/2/1付 ②2015/3/1付 ③2015/5/16付

NHK回答 H27/2/5 H27/3/17 H27/8/27

NHKスペシャル「メルトダウンＦｉｌｅ．５

知られざる大量放出」への抗議と要望

放送倫理・番組向上機構（ＢＰＯ） 2015・2・1付

放送倫理検証委員会宛

NHKスペシャル「メルトダウンＦｉｌｅ．５

知られざる大量放出」(2014年12月21日放送）

の審理願い
（注記） ＮＨＫ抗議 ・ ＢＰＯ申し立て関連資料は、下記HPをご参照ください。

SNW・HP： http://www.aesj.or.jp/~snw/

エネルギー問題に発言する会： http://www.engy-sqr.com/
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http://www.aesj.or.jp/~snw/
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事実に反する4件の確認書



添付資料１ 3号機のﾍﾞﾝﾄに関する検討
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出典： 石川廸夫著 「考証 福島源威力事故 “炉心溶融・水素爆発はどう起こったか”」

東京電力「福島原子力事故調査報告書」より作成



添付資料２

崩壊熱とジルコニウム-水反応に関する検討

14出典： 石川廸夫著 「考証 福島源威力事故 “炉心溶融・水素爆発はどう起こったか”」

東京電力「福島原子力事故調査報告書」より作成
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添付資料3 3/15の報出源は２号機

出典： 北海道大学 奈良林直教授PPT



事実に反する指摘ポイント

１．「知られざる大量放出」
・ 「知られざる大量放出」 は公知の事実である

・ 視聴者は 「新たな大量放出が明らかになった」、

「その原因が初めて解明された」 と 誤解する

・ 「原発にひそむ構造的な弱点」 との放映は、明確な技術的判断ミス

２．「ベントで大量の放射性物質が放出された」
・ ヨウ素の濃度から原因をベントとするのは即断過ぎる

・ ベントと10%を占める放出には時間的なずれがある

・ ベント配管がフィルターの役割を果たすとは考えられない

・ 「ベントを繰り返すうちに水が溜まり始める」 現象は実機では起こらない

・ 「しばらく水と蒸気が押し合う状態が続く」 現象は実機では起こらない

・ 本実験は科学技術的正当性を主張する根拠になりえない

・ 「ベントを繰り返したことで起きたとみられる10%の大量放出」 は

事実に反する 他
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３．「3号機への少量の冷却水注入が却って

放射性物質の発生量を増やした」
・ 今回明らかになった全体の75%を占める大量放出は、およそ2週間続いていました。
その間、原子炉内部では消防車による注水が原因で放射性物質が出続けていました。

それが格納容器の隙間からじわじわ漏れ出し、長時間の放出につながったと見られて

います。

・ 「消防車による注水がこの75%の大量放出につながった」 とする

放送内容は事実ではない。 他

４．「マニュアルなんて全然できていません」
・ 原子力発電所の運転のために詳細なマニュアルが整備されています。

マニュアルや設備に不備があり、訓練が不足していたことも事実です。

・ 原子炉の専門家の発言は番組冒頭部分で紹介されたものです。

貴協会の「正確な放送を行い、事実をゆがめたり、誤解を招いたりする

放送はおこないません」 と言う行動指針に沿った放送でしょうか？
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このナレーションの殆どが誤りです。

事実に反する指摘ポイント



メディア各紙の報道状況 - その１

1/16 電気新聞 ウェーブ：石川廸夫氏
「またも捏造－ＮＨＫｽﾍﾟｯｼｬﾙ」

1/19 GEPR(アゴラHP)：諸葛宗男氏

「間違いだらけのＮＨＫｽﾍﾟｼｬﾙ
-ﾒﾙﾄﾀﾞｳﾝ・知られざる大量放出」

1/19 促進会ﾆｭｰｽﾚﾀｰ ：諸葛宗男氏

「余りに多い誤った認識の報道」

2/2 電気新聞 ウェーブ ：石川廸夫氏

「許しがたいＮＨＫ原子力報道-２」

2/3 電気新聞 記事

「エネ・原子力３団体
ＮＨＫに抗議書送付」

2/7 ＧｏＨｏｏ ﾄﾋﾟｯｸｽ
｢Nスペ 『知られざる大量放出』 に
事実誤認｣
原発関連団体がBPOに審理要請

2/12号 週刊新潮

「専門家１３８人がＢＰＯに提訴！
ＮＨＫｽﾍﾟｼｬﾙ 『知られざる大量
放出』の捏造箇所」

3月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾌｫｰﾗﾑ：中村政雄氏

「嘘で固めたNHKｽﾍﾟｼｬﾙ」

4/9 電気新聞 ウェーブ：石川廸夫氏

「許しがたいＮＨＫ原子力報道-3」
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２月３日付
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メディア各紙の報道状況
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http://gohoo.org/15020701/

｢Nスペ 『知られざる大量放出』 に事実誤認｣

原発関連団体がBPOに審理要請

非営利の一般社団法人 日本報道検証機構
報道の正確性などを検証し、
「報道品質」向上やメディア・リテラシーに
有益な情報を提供

メディア各紙の報道状況

http://gohoo.org/
http://gohoo.org/
http://archive.gohoo.org/about/
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メディア各紙の報道状況
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メディア各紙の報道状況



6月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾌｫｰﾗﾑ・ﾆｭｰｽﾌｧｲﾙ

「NHKが根負け ！?
原子力報道に変化」

9月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾌｫｰﾗﾑ：早野睦彦氏

「 NHKが失った公正な報道
国民の不安煽る大量放出」

9月号 WEDGE：石川廸夫氏

「福島の教訓に基づく
正しい原子力規制とは」

9月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：小川博巳

「公共放送NHKの自覚を問う」

9月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：牧英夫氏

「NHK原子力報道を考える（上）」

10月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：牧英夫氏

「NHK原子力報道を考える（中）」

11月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：準備中

「NHK原子力報道を考える（下）」

11月号 歴史通-対談記事：準備中

「NHK-知られざる大量放出-
２号機と3号機を取り違え、

頬かぶり」
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メディア各紙の報道状況 - その２
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メディア各紙の報道状況

ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ誌 9月・10月号

11月号は準備中



6月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾌｫｰﾗﾑ・ﾆｭｰｽﾌｧｲﾙ

「NHKが根負け ！?
原子力報道に変化」

9月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾌｫｰﾗﾑ：早野睦彦氏

「 NHKが失った公正な報道
国民の不安煽る大量放出」

9月号 WEDGE：石川廸夫氏

「福島の教訓に基づく
正しい原子力規制とは」

9月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：小川博巳

「公共放送NHKの自覚を問う」

9月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：牧英夫氏

「NHK原子力報道を考える（上）」

10月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：牧英夫氏

「NHK原子力報道を考える（中）」

11月号 ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾋﾞｭｰ：準備中

「NHK原子力報道を考える（下）」

11月号 歴史通-対談記事：準備中

「NHK-知られざる大量放出-
２号機と3号機を取り違え、

頬かぶり」
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メディア各紙の報道状況 - その２



原子力専門家 ﾒﾃﾞｨｱ対応

① 錚々たる専門家が協力

② 短時間ではなく、協議を繰り返し

③ 結果的には、専門家の協力・出演が

公正・公平な番組制作と放送に繋がらなかった

④ 何故か？ ﾒﾃﾞｨｱへの抗議の継続・・・

⑤ 原子力専門家の対応姿勢の反省

⑥ 学会への提言：

『原子力専門家のﾒﾃﾞｨｱ対応の心得』
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学会倫理規程：事実を尊重し，科学的に明白な間違いに対しては毅然とした
態度でその間違いを指摘し，是正するよう努める。



原子力専門家 ﾒﾃﾞｨｱ対応の心得

①事前の確認

・ ﾒﾃﾞｨｱの報道主旨を事前確認

・ 記事・放送の全体ｼﾅﾘｵ確認

・ 誓約の事前取得

正確な情報活用

ｺﾒﾝﾄ修正の受入

② 情報提供の在り方

・ 科学技術的に検証済の情報

・ 国民に解り易く伝える配慮

・ 可能な限りｴｳﾞｨﾃﾞﾝｽを残す

③ 提供後の確認

・ 記者が正しく理解したことを

確認すべし

・ 提供情報がどう使われたか

記事原稿の確認

放映前のﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ

④ 認識を改めよ

・ ﾒﾃﾞｨｱを介して国民に説明

・ 発言の細切れ使用に要注意

・ 提供情報の全責任は専門家
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学会倫理規程：事実を尊重し，科学的に明白な間違いに対しては毅然とした
態度でその間違いを指摘し，是正するよう努める。



学会倫理規程：事実を尊重し，科学的に明白な間違いに対しては毅然とした
態度でその間違いを指摘し，是正するよう努める。

裏返せば -- メディア報道の心得

①事前の確認

・ ﾒﾃﾞｨｱの報道主旨を事前確認

・ 記事・放送の全体ｼﾅﾘｵ確認

・ 誓約の事前取得

正確な情報活用

ｺﾒﾝﾄ修正の受入

② 情報提供の在り方

・ 科学技術的に検証済の情報

・ 国民に解り易く伝える配慮

・ 可能な限りｴｳﾞｨﾃﾞﾝｽを残す

③ 提供後の確認

・ 記者が正しく理解したことを

確認すべし

・ 提供情報がどう使われたか

記事原稿の確認

放映前のﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ

④ 認識を改めよ

・ ﾒﾃﾞｨｱを介して国民に説明

・ 発言の細切れ使用に要注意

・ 提供情報の全責任は専門家
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公共放送としての ＮＨＫの自覚を！

ＮＨＫへの抗議
ー 原子力報道の在り方を問う ー

我国唯一の有料 公共メディア

国民の期待する 社会の木鐸たれ！

国民に難解なテーマを

解り易く解説する努力を！

我が国の

エネルギー安全保障は

原子力が柱


